
ちば県議会だより  平成30年［2018年］8月5日（日曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。
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6月定例県議会 知事あいさつ 
　今回提案いたしました案件は、各種条例案及びその
他附帯議案の19議案のほか、報告15件です。

　議案第1号は、介護保険法の一部改正による介護医
療院の創設に伴い、その施設設備等の基準を定めるた
め、条例を制定しようとするものです。
　議案第3号は、地方税法等の一部改正に伴う、県たば
こ税の税率引上げなどのため、議案第4号は、選挙運動
用ビラの公費負担を行うため、議案第7号は、千葉県男
女共同参画センターを移転するため、議案第10号は、
中小企業の事業承継の推進を目的として、県制度融資
に係る損失てん補の対象を拡大するため、議案第11号
は、市原高等学校と鶴舞桜が丘高等学校を統合するた
め、それぞれ条例の一部を改正しようとするものです。
　次に、議案第12号及び議案第13号は、幕張メッセ及
び千葉県総合スポーツセンター野球場の工事請負に係
る契約を締結するため、議案第14号から議案第16号
までの3議案は、労務単価の上昇に伴う工事請負契約
の変更のため、議案第17号及び議案第18号は、工業団
地に係る土地の処分のため、議案第19号は、有料道路
事業の実施に係る同意のため、それぞれ議会の議決を
得ようとするものです。

●東京外かく環状道路の開通
　6月2日に東京外環自動車道の三郷南インターチェ
ンジから高谷ジャンクションまでの15.5キロメート
ルが開通しました。この開通により、都心を通ること
なく関東各地にアクセスが可能となり、物流の活性化、
広域的な観光交流の促進などが期待されます。
　併せて、側道部分となる国道298号の松戸市上矢切
から市川市高谷までの区間、11.4キロメートルが開通
し、市川・松戸間の地域が初めて4車線道路で結ばれ、
沿線地域の渋滞緩和、生活道路の安全性向上に寄与す
るものと考えております。
　今後も、広域的な幹線道路の整備を進めるととも

に、その効果を県内全域に波及させるため、県内の道路
ネットワーク整備に取り組んでまいります。

●ちばアクアラインマラソン2018
　10月21日の開催まで、あと4か月あまりとなりまし
た。
　4回目となる今回の大会には、2020年のパラリン
ピックの機運醸成に向け、障害のある方には「パラ・ス
ポーツ枠」を、一定額の寄附をいただける方には「特別
チャリティ枠」を、それぞれ特別枠として設けたところ
です。
　また、一般枠では、フルマラソン、ハーフマラソン、合
わせて1万7千人の総定員に対して、2倍を超える応募
がありました。
　今後は、各種イベントでのＰＲ活動を通じ、大会の
機運を盛り上げるとともに、大会当日には、千葉の魅力
いっぱいの物産展や、コース沿道での熱い応援などに
より、参加するランナーや観客、ボランティアの方々な
ど関係するすべての皆様の心に残る大会になるよう、
しっかりと準備を進めてまいります。

　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧に
なれます。

千葉県議会　知事あいさつ　 検索

ちば中学生県議会決議文

　進展する情報化社会の中で、私たち中学生をはじめとした、多くの
人々がインターネットを利用しています。
　私たちの生活を豊かで便利にするインターネットですが、使い方を
間違えれば、犯罪やトラブルに巻き込まれてしまう危険性があります。
中学生の利用頻度が高いＳＮＳは、誰とでも気軽にやり取りできるな
どの利点がある反面、使い過ぎによる生活習慣の乱れや、個人情報の流
出、いじめなどの被害につながっているのも現状です。
　今後、さらに情報化社会が進展すると、依存症で心や身体を壊してし
まう人や、インターネットを通じた犯罪に巻き込まれる人が増えてし
まうのではないか、と心配になります。
　インターネットは、利用している人が気づかないうちにトラブルに
巻き込まれてしまうケースが非常に多いと聞きます。これは、イン
ターネットの危険性や正しい使い方を十分に認識していない人が多い
ことなどが原因と考えられます。
　インターネットを安全に安心して利用するためには、すべての人が、
その危険性と正しい使い方を理解し、ルールやマナーを守って利用す
ることが大切です。
　そのためには、自分の目的にあわせた情報を選び、活用するために必
要な「情報リテラシー」や、円滑なコミュニケーション、危険から身を守
るために必要な「情報モラル」を身に付け、一人ひとりが責任を持って
インターネットを利用することが必要です。
　こうしたことから、行政・警察・学校においては、フィルタリングの
普及や犯罪防止対策の徹底など、インターネットの適切な利用に関す
る周知啓発、良好な環境の整備を推進するとともに、私たち中学生をは
じめとした県民一人ひとりが、インターネットによるトラブルの被害
者・加害者とならないよう、正しい理解と利用に努め、地域と私たちが
一体となって「インターネットの安全で安心な利用によるネット被害
ゼロのちばづくり」を実現すべく努力していくことを、ちば中学生県議
会として、強く希望します。
　以上、決議する。
　平成30年6月13日 ちば中学生県議会

インターネットの安全で安心な利用による
ネット被害ゼロのちばづくりに関する決議


